
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザに情報を提供する、少なくとも一つの表示装置（１３）と、
　少なくとも一つの表示装置（１３）のオペレーションをコントロールする、コントロー
ル手段（１０，１００，５２）と、
　システム中で測定結果を取得し、前記コントロール手段が測定結果を基に前記表示装置
のオペレーションをコントロールするために応答し、ユーザから直接身体的現象を測定す
る測定手段を持つ、モニタリング手段（１１）とを有し、

　前記コントロール手段が、前記測定手段によって表示されるユーザの現状に基づいて、
前記表示装置を通じて配信される情報の内容と配信方法をコントロールするために適用さ
れることを特徴とする、
　情報配信システム。

10

20

JP 4009202 B2 2007.11.14

　前記コントロール手段が、前記表示装置に作動的に接続されるローカルコントロール手
段（１０，１００）と、通信ネットワーク（４０）を介して前記ローカルコントロール手
段と作動的に接続され、別々の幾つかの異なったローカルコントロール手段をコントロー
ルするために適用されるグローバルコントロール手段（５２）とより構成され、
　前記グローバルコントロール手段（５２）が、前記ローカルコントロール手段（１０，
１００）から送られる前記身体的現象の変化を受信し、前記ユーザのアクティビティと能
力を示すスカラー量を結果として生ずるメータを用いて前記変化を解析し、前記解析を基
に、前記ローカルコントロール手段をコントロールし、



【請求項２】
　前記測定手段が、少なくとも一つの生物生理学的現象を測定するのに適用されることを
特徴とする、
　請求項１に記載の情報配信システム。
【請求項３】
　前記測定手段が、ＥＭＢ，ＥＥＧ，ＥＫＧタイプの測定と皮膚伝導、温度、血圧、呼吸
頻度を示す測定を含むグループから得る少なくとも１つのタイプの測定結果を出すために
適用されることを特徴とする、
　請求項２に記載の情報配信システム。
【請求項４】
　前記モニタリング手段は更に、ユーザの環境状態を測定して、コントロール手段にも応
答する、監視手段（１５）を含むことを特徴とする、
　請求項１に記載の情報配信システム。
【請求項５】
　更に、ユーザの環境状態を規制し、コントロール手段にも応答する、規制手段１６を含
むことを特徴とする、
　請求項１に記載の情報配信システム。
【請求項６】
　更にユーザの身体動作を調整する調整手段を含むことを特徴とする、
　請求項１に記載の情報配信システム。
【請求項７】
　前記測定手段が、ユーザの動作特質を測定するために適用され、ユーザ上に配置する、
センサからなることを特徴とする、
　請求項１に記載の情報配信システム。
【請求項８】
　ポータブルプレーヤーに組み込まれることを特徴とする、
　請求項１または７の何れかに記載の情報配信システム。
【請求項９】
　少なくとも一つの表示装置（１３）を介してユーザに情報を提供し、
　コントロール手段（１０，１００）で前記表示装置の作動をコントロールし、
　前記コントロール手段が応答し、少なくとも一つのユーザの身体的現象を測定するのに
適用される、モニタリング手段でシステムの測定を実施するシステムにおいて、
　前記モニタリング手段による測定結果を基に、前記表示装置を通じて配信される情報の
内容及び／または提供方法を選択し、

　個人情報配信システムの実行方法。
【請求項１０】
　少なくとも一つの生物生理学的現象を、前記モニタリング手段でユーザから測定するこ
とを特徴とする、
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　幾つかのローカルコントロール手段（１０，１００）とグローバルコントロール手段（
５２）としてのコントロール手段を実施し、各ローカルコントロール手段（１００）が、
前記ローカルコントロール手段に応答する前記表示装置をコントロールするのに適用され
、グローバルコントロール手段（５２）がコミュニケーションネットワーク（４０）を通
じてローカルコントロール手段と通信するように適用され、
　ローカルコントロール手段からの測定データをグローバルコントロール手段に送信し、
そこで測定データがモニタリング手段より取得され、
　前記ユーザのアクティビティと能力を示すスカラー量を結果として生ずるメータを用い
て前記測定データを解析し、
　前記解析を基に、グローバルコントロール手段のローカルコントロール手段用にコント
ロール情報を定義し、ローカルコントロール手段のコントロールが、定義されたコントロ
ール情報を基に実施されることを特徴とする、



　請求項 に記載の個人情報配信システムの実行方法。
【請求項１１】
　更に、システム内のユーザの環境状況を基に環境測定を行い、前記表示装置の作動コン
トロールが、少なくとも一つの身体的現象を基に起こることを特徴とする、
　請求項 に記載の個人情報配信システムの実行方法。
【請求項１２】
　更に、ユーザの環境状況を規制することを特徴とする、
　請求項 に記載の個人情報配信システムの実行方法。
【請求項１３】
　更に、ユーザの身体的作用を調整するステップを含むことを特徴とする、
　請求項 に記載の個人情報配信システムの実行方法。
【請求項１４】
　前記モニタリング手段をユーザに装着し、前記モニタリング手段によってユーザの動作
特質を測定することを特徴とする、
　請求項 に記載の個人情報配信システムの実行方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的にインテリジェント情報配信システムに関するものであり、特にオー
ディオメッセージがユーザに供給される、オーディオシステムに関するものである。より
具体的には、本発明は、個人または個人の集まりである小グループを同時に情報源がカバ
ーする範囲に入れる、情報システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　送信される情報内容またはサウンドのクオリティが、環境要因に基づいて変更可能な、
所謂インテリジェントサウンドリプロダクションシステムは、例えば、通常は大規模な公
共スペース用のものであり、そこでは、夫々のスピーカーユニットが、ショップや、ショ
ッピングセンター等のスペース内の様々な場所に配置されている。
【０００３】
　米国特許第５５７６６８５号は、公共スペースに設置されたスピーカーが、公共スペー
スにおいて優勢なコンディションをベースにして制御されるシステムを開示している。常
に同じボリューム、トーン、テンポの音楽の一部を再生するシステムを改善することがそ
の目的である。したがって、前記システムは、少なくとも一つの背景にあるノイズ、温度
、光度、またはその他の対応特質を測定することができ、その測定結果を基にスピーカー
が送ったサウンドシーケンス及びボリューム等のサウンドシーケンスの特徴を制御するセ
ンサーを持つものである。
【０００４】
　換わって、米国特許第６０９１８２６号は、大規模なスペースでのサウンドリプロダク
ションシステムを開示し、そこでは例えば各スピーカーの環境状態に加え、人々の存在や
行動がモニターされる。存在を検知することが、人のアイデンティティの検知を兼ねる。
モニタリングを基に、モニタ結果からの情報が、スピーカーから供給される。このように
して、インストラクションやコマーシャルといった個別の目標を持った情報は、例えば、
リスナーがどのような位置に存在し、どのように行動をし、どのような人間であるかをベ
ースとして、システムの異なった部分に送信可能である。
【０００５】
　一方、小型個人サウンドリプロダクションシステムは、受動的なものであり、キーパッ
ドを通じて与えられたインストラクションに従うのみである。これらの例としては、ＭＰ
３プレイヤーまたは従来のラジオ受信機がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　上述した公知のサウンドリプロダクションシステムの欠点は、実際にリスナーに適応す
る能力を持つシステムが実行できないという点である。これは、これらのシステムにおい
て、リスナーの状態や能力を考慮することが出来ず、リスナーは、自身の選択及び／また
は既定のパラメータを通じてのみシステムに作用することが可能である。したがって、ス
ピーカーに同じように近づく二人のリスナーは、たとえその人たちのオーディオメッセー
ジを受ける状況や能力が全く違っていたとしても、同じようなレスポンス（オーディオメ
ッセージ）を起こすこととなる。
【０００７】
　本発明の主な目的は、インテリジェント情報配信システムを提供することにあり、この
インテリジェント情報配信システムは、個人とユーザのリアルタイムの能力に最大限適応
可能であり、これらをベースに動的に情報の流れと状態を調整し、受信者にとって最適な
ものを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的は、個人的な使用に適し、ユーザの現在の認識、身体的、精神的、及び／
または社会的パフォーマンスを基に、ユーザの現状に最大限適し、ユーザの現状に最大限
適応させることが可能な情報配信システムを提供することにある。
【０００９】
　この目的は、以下の請求の範囲に個々に定義されるような方法で解決される。
【００１０】
　本発明におけるアイディアは、ユーザに接続することによって、ユーザがシステムの一
部となり、ユーザの現状と能力とが、自分に供給される情報の内容及び／またはマナーに
影響を及ぼすというものである。したがって、ユーザは、システムは、情報の流れに影響
を及ぼす、システムと制御回路との一部となるのである。本発明中のシステムとは、ユー
ザからの信号を得ることができるセンサを含むものであり、前記信号とは、ユーザに直接
関連する様々な身体の現象を示すものである。現象とは、生物生理学的及び／または精神
物理学的なものであることが考えられる。
【００１１】
ユーザにどのように情報が供給されるか、そしてこの過程での供給と他のパラメータとが
、どのように調整されるのかは、これらの信号を基に決定される。したがって、情報の流
れは、ユーザにとって最適なものとなる。言い換えれば、ユーザの状態を知れば知るほど
、ユーザに与えられるメッセージは、より効果的なもとと成り得るのである。
【００１２】
　本発明の好適な実施例において、測定信号の環境状態の効果を評価できるようにするた
めに、実際の測定をサポートする追加的な環境モニタリングが実施される。この手の意思
決定をサポートする追加測定は、例えば環境温度や湿度の測定を含むことが可能である。
【００１３】
　更に本発明の目的は、異なった種類の環境に適したシステムを提供することにある。こ
の目的のために、本発明の他の好適な実施例では、メッセージの応答をより効果的にする
ために、必要に応じて環境（表示スペースと状態）の状況を調整する調整手段を含む。こ
のような制御手段は、上記の環境のモニタリング手段を含まないが、システムに含むこと
が可能である。だが、システムとしては、モニタリングと調整手段の両方を含むことが好
ましいであろう。他の異なったシステムに関しては、以下に詳細にしめす。
【００１４】
　本システムは様々な異なった目的に利用することが可能であり、例えば、他のシステム
と共に利用することが可能である。ここで開示される適用物としては、例えば医学リサー
チ、リハビリテーション、セラピ、編整オーディオスペースを一部とするシステム、また
はネットワークを介して行うゲームのようなエンターテインメント等である。本システム
はまた、例えば、多くのラジオおよびテレビチャンネルから最も適したチャンネルを選ぶ
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といった目的で、他のシステムと併用することができる。本システムはまた、エルゴノミ
ックスのマンマシンシステムを形成することが可能である。
【００１５】
　本発明のコアとしては、ＭＰ３プレーヤーのようなサウンドリプロダクションディバイ
スを持ち、前記システムが、ＭＰ３プレーヤーの将来の進化バージョンを形成することと
なる。
【００１６】
　本システムの性質によって、オーディオ情報の制御は、ローカル局所的にのみ実施可能
であるが、コントロールはまた高レベルなコントロールとして実施可能であり、各ローカ
ルシステムは、複数の個別のローカルシステムから得た測定データを基にして個々にコン
トロールされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は、本発明に従ったシステムの基本原理を説明している。このシステムのコアは、
中央ユニット１０によって形成されており、前記中央ユニット１０は、システムの作用を
コントロールするものである。ユーザ２０に関する身体現象を測定する、個別モニタリン
グユニット１１は、中央ユニット１０に接続される。これらの測定に基づいて、中央ユニ
ット１０は、ユーザに提供される情報及び／またはその情報の表示の仕方を選択する。
【００１８】
　表示マナーをコントロールするということは、一般的には、同じ内容を異なった方法で
表示することを意味し、ボリューム、トーン、テンポ、繰り返し数等の異なった表示パラ
メータと空間サウンドのコントロールを含むことが可能であり、したがって、サウンドを
リスニングスペース中の望ましい場所で聞くことが可能である。
【００１９】
　（例えば、プログラムのような）測定結果を基に選択された情報は、例えば、情報デー
タベース１２に保存され、前記情報データベース１２は、一般的にはハードディスクであ
るが、例えば、メモリーであっても良い。また、プログラムは、ネットワークからネット
ワークインターフェイス１４を通じてダウンロードするか、無線インターフェイスを利用
してＷＬＡＮ／ブルートゥースのようなもので２．４ＧＨｚの無線バンドを利用すること
も可能である。
【００２０】
　情報は、情報源１３を通じて提供され、前記情報源１３は、一般的には少なくとも以下
に説明するようなスピーカーユニットを含むものである。本発明の基本的なアイディアは
、ユーザの現状に最適となるように、身体的／精神的現象を測定し、測定結果に基づいて
提供する情報の内容及び／または提供方法を選択することによって、人間自身をシステム
の一部として接続することである。
【００２１】
　本発明に沿ったシステムの背景にあるアイディアは、人間が潜在的にそして意識的に自
分の環境および状況を観察するといったことである。人間の現状または可能性は、身体的
、知識的、精神的、そして社会的パフォーマンスから成る。これらの要因は、時間、健康
、積極性等によって夫々異なり、一つ一つ独立したものともなり得る。（新しいイメージ
ング技術を含む）現代のブレーンリサーチによって、聴覚もまた潜在的に人間の意思とは
別に機能することが証明されている。
【００２２】
　道を歩いている時、例えば人がサウンドの環境の一部として自分の名前を認識すること
が可能である。サウンドの長い記憶痕跡や感情とイマジネーションへの強い連結性は、非
常に大きなリソースとなる。個人の行動やパフォーマンスは、サウンドメッセージによっ
て大きく影響される可能性がある。本発明のシステムを用いた手段によって、人間の行動
と現在の身体的、精神的、知識的、社会的パフォーマンスまたはこれら全ての要因を、少
なくとも一つの要因を測定することによって、評価することが可能である。絶対値の測定
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の代わり、または絶対値に追加して、自分自身またはある規準と比較した個人の相対状況
が評価可能である。
【００２３】
　したがって、上述の方法において、前記パフォーマンスの内一つと相関する、一つ以上
の身体的現象は、モニタリングユニット１１で以ってモニタ可能である。このような現象
は、皮膚または細胞レベルで出来事を示すことが可能な生体的現象および行動または精神
運動量によって表現された運動の性質に関連する現象とに分けることが出来る。他の異な
った測定に関しては以下にリストされている。今日では、常にこれらの測定の多くが非侵
襲的に、そして無線で実施可能である。
【００２４】
　以下は、モニタされる生物生理学現象の例である。
【００２５】
　筋電図検査法（ＥＭＧ）は、筋肉の収縮によって起こる電気活動を測定する。この測定
で、例えば筋肉、疲労、または身体的作業（動き）のテンションを示すことが可能である
。ＥＭＧは、例えば、患者自身の現在の状況に応じたリハビリテーションプログラムを提
供する目的で利用可能である。ＥＭＧ測定はまた、例えば、ストレスや痛みのマネージメ
ントに適しており、（オーディオ）情報とその表示パラメータは、ユーザに関する現在の
ストレスや痛みの状況にしたがって選択される。
【００２６】
　ＥＫＧ測定は、主に脈のモニタリングに利用可能である。パルスは、例えば身体のパフ
ォーマンス及び／または身体の付加の度合い、またはテンションに影響される。
【００２７】
　ＥＬＥＣＴＲＯＥＮＫＥＦＡＬＯＧＲＡＦＩＡ（ＥＥＧ）、すなわちブレーン波登録は
、アクティビティーの状況または集中力の評価に利用可能であり、例えば、研究セッショ
ンの理想的な内容／期間／反復を選択する教育の手助けとして利用が可能である。
【００２８】
　例えば、皮膚の伝導性が、ストレスや精神的なテンションの評価に利用可能である。
【００２９】
　ボディーの好ましい場所における温度の測定はまた、例えば、ストレス、テンション、
筋肉運動、または健康状態を評価するのに利用可能である。温度は、例えば赤外線熱カメ
ラによって無侵襲で測定可能である。この方法ではまた、ボディーの様々な場所での温度
の違いが同時にモニタ可能である。
【００３０】
　呼吸（例えばリズム）に係わる測定はまた、例えば、身体パフォーマンスまたストレイ
ンと相関関係にある。
【００３１】
　少なくともユーザの通常の血圧のような、他の情報が利用可能である場合、血圧はまた
ストレインに影響を及ぼす可能性がある。
【００３２】
　皮膚または細胞レベルの測定と同様、ホルモンのレベルと微生物学的量の測定もまた実
施することが可能である。本システムは、測定物のヒューマンシステムへの供給をコント
ロールするマイクロセンサーを含むことが可能であり、システムにおけるレスポンスがダ
イナミックに測定される。したがって、身体のモニタリングが、どうにかしてユーザの身
体作用に関するコントロールにまで及ぶこととなる。
【００３３】
このコントロールが、測定をサポート可能である一方、例えば、ある要因の測定は、測定
を行うために、測定物等の供給を要求することが可能である。その一方、人間をシステム
のコントロールループの作用範囲に移動するために、コントロールが必要となることがあ
る。
【００３４】
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　上述のように、パラメータは、目の動き、またはその他のユーザの動きのような身体的
行動に直接関連する。目の動きは注目を示し、身体的行動は急いでいる状態を示す。これ
らは何れもビデオカメラによって測定が可能であり、例えば、ユーザの動きはまた、加速
変換機またはジャイロスコープによって測定が可能である。
【００３５】
　テンションや社会活動の評価に音声認識を利用することも可能である。更に、もっと単
純な装置を利用して認識無しに、音声からある種のパラメータ、例えばピッチ、休止回数
、話す速度を評価することが可能であり、これによってスピーカーの精神状態を適切に特
徴付けることが可能である。
【００３６】
　上述の測定は、絶対値が求められる実験室で行われる測定と必ずしも一致するとは限ら
ないが、同一ユーザに関連する変化問題が測定によって解決すれば充分であることを認識
しておくべきである。したがって、ユーザが自分を規準として行動し、変化のみが重要な
ものとなる。
【００３７】
　ユーザから取得した動きの情報（例えば目から取得した動きの情報）は、例えば、美術
館や展覧会等の会場で、ユーザの動きに沿って適切な情報を供給することが可能である。
ユーザが、（例えば、加速変換機にしたがって）決定をしながら移動をする場合、情報は
より一般的なものとなり、位置にしたがって自動的に変化可能である（ここで、ＤＧＰＳ
受信機または加速変換機から受信したデータを統合することによって位置が決定する）。
【００３８】
　ユーザの静止は、自動的に情報内容と内容の深さを増加させる。加速センサが、３Ｄタ
イプであれば、例えば目を天井に向ける行為で、天井フレスコ画を直接説明したり、その
ような説明をイヤホンで説明したりする。
【００３９】
　したがって、ユーザの動きの本質は、状態（例えば願いや意思）の表示とすることが可
能であり、この本質は、ユーザが持ち運ぶ装置から得られる信号によって表現され、この
装置とユーザが接続され、ユーザが、コントロールループの一部となる。
【００４０】
　ユーザは、無線接続または有線接続を以ってシステムに接続される。センサは、元来有
線接続をベースとしているが、無線の短領域コミュニケーションが、全種の電子機器に一
般的に使われるようになったために、無線センサの割合が増加している。無線センサは、
例えば、端領域ＲＦ技術か、ブルーツース技術が利用可能である。
【００４１】
　バイオセンサ技術はまた、著しく発展している。例えば、現在、無線エスコートメモリ
をベースとした市場には、センサがあり、そのセンサは、近距離内で読み取り可能なもの
である。またセンサ部分をこれらのセンサに付けることが可能で、温度、圧力等がこれら
によって測定可能である。このセンサは、例えば皮膚やインプラントとして皮膚の内側か
らですら無線測定可能である。
【００４２】
　ユーザの測定はまた、センサがユーザに付けられていない方法でも可能であるが、例え
ばパルスや呼吸といったものの生理学的量が、機械運動を電子信号に変換するフォイルを
利用して、ベッドや椅子の機械的な動きから測定される。
【００４３】
　図２は、本発明にあるシステムの他の３つの実施例を説明するものである。上述のユニ
ットに加えて、システムは、ユーザの環境をモニタリングする観察手段１５か、環境状況
規制のための規制手段１６か、または両方を有している。
【００４４】
　観察手段１５は、ユーザがいる環境に関連した好適なパラメータまたは現象をモニタリ
ングするために利用可能である。環境から測定した量は、実際の生理学的測定上の環境状
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況の影響を考えるために、ユーザから直接測定した量に基づいて一般的に変化するもので
ある。例えば、環境温度は、ユーザの体温度測定または皮膚の伝導性によってユーザの状
況を評価することが出来、これらが重要な情報となり得る。同様に、例えば、ライトの灯
りは、ＥＥＧに影響し、空気の湿度は、皮膚の伝導性に影響することがある。例えば、空
気圧は、脈、呼吸の頻度等に影響を及ぼすことがある。
【００４５】
　規制手段１６を利用して、量がコントロールされ、この量のコントロールが、ユーザに
与えられた情報のレスポンスの効果を上げる。コントロールされる量が、レスポンスの効
果を上げる、身体的コントロールに関連しないとしても、観察手段１５がシステムにない
場合は、前記規制手段１６がシステムの一部とすることが可能である。ドアのロックまた
は灯りは、ユーザから測定された量が灯りの光度と関連しない場合、そのようなものの例
として挙げられる。
【００４６】
　環境から測定される量は、レスポンスを強化するために、規制手段を利用して、コント
ロールが実施されるかどうか、もし実施されるべきであれば、どのように実施されるべき
かを示唆するものである。この例としては、環境下のノイズの測定が挙げられ、この測定
結果によって、例えば、逆位相信号をベースとして、積極的ノイズ除去作用が開始される
。
【００４７】
　図２は、本発明のシステムにおいてコントロールかモニタされる量／アイテムの例を示
すものである。したがって、全量／アイテムのモニタリングまたはコントロールが、同じ
システムにおいて統合される必要がない。
【００４８】
　図３は、本発明に基づくあるシステムのより詳細な構造を示すものである。本システム
のコアは、ＣＰＵまたは処理ユニットとして以下に説明される、信号処理ユニット１００
によって構成される。センサインターフェイスユニット２１ａ，２１ｂは、処理ユニット
に接続されて、センサが、有線インターフェイスユニットまたは無線を介して、センサイ
ンターフェイスに接続される。センサインターフェイスユニット２１ａは、ユーザの測定
用であり、すなわち身体のコントロールに用いるものであり、全センサは同じインターフ
ェイスユニットに接続可能であるが、センサインターフェイスユニット２１ｂは、環境を
モニタするものである。
【００４９】
　カメラがモニタリングに利用されるとすれば、センサインターフィエスユニット２１ａ
はまたカメラインターフェイスを含むこととなる。プログラムメモリ２３とデータメモリ
２２（ＲＡＭまたはＤＲＡＭ）は、プロセッサユニットと、プロセッサが利用するソフト
ウエアを保存するプログラムメモリと、プロセッサによって利用されるデータを保存する
データメモリ２２とに関連付けられる。プログラムメモリは、実際には所謂フラッシュメ
モリカードである。ソフトウエアはまた、ネットワークインターフェイスを通じてダウン
ロードまたはアップデートが可能である。処理アルゴリズムまたはファジー論理インター
フェイスは、プロセッサユニットによって実施される。したがって提供されるべき情報は
、例えば、異なった種類のフィルタを利用して、プロセッサユニットによって柔軟に変更
が可能であり、環境要因は、レスポンスを高めるために好ましい方法で規制が可能である
。
【００５０】
　データベース３０は、さらにプロセッサユニットと、以前の情報配信のルールや測定さ
れたレスポンスのような、装置用の情報知能を保存するデータベース、またはプログラム
の選択および提供パラメータにしたがったコントロール値と関連付けられる。
【００５１】
　情報源１３は、電気信号を音響信号へと変換する役目を果たす、一般的なスピーカを含
むものである。プロセッサユニットは、Ｄ／Ａ変換機２６およびアンプユニット２７を通
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じて、スピーカーをコントロールする。前記スピーカーに加え、情報源はまた、例えばグ
ラフィックまたはテキストの情報を表示するために、表示ユニット２９を含むことが可能
である。もしオーディオ情報を送る必要が無かったとすれば、表示ユニットが、スピーカ
ーの代替物と成り得る。
【００５２】
　好適には、本発明の装置はまた、識別装置２４を含み、これで本発明の装置のユーザを
識別するものである。識別作業は、例えばスマートカードとカードリーダーのような公知
の技術を代用して行うことが可能である。そして、各ユーザが、自身のスマートカードを
有し、ユーザ特有の情報を保存することが可能である。この情報を利用して、ユーザに関
連するアプリケーションに属するプログラム修正と恐らくコントロール情報のようなアプ
リケーションに関連する他の情報は、例えば、ネットワークを通じて読み出し可能である
。こうすれば、異なったユーザが、異なった目的でシステムを利用することが可能である
。
【００５３】
　本発明の装置は、更に、ユーザの状態を評価するのに必要な場合は、システムをコント
ロールし、ユーザのリアクションタイムを測定するのに利用されるキーパッド２５を含む
ことが可能である。
【００５４】
　ネットワークよりダウンロードしたオーディオ情報は、大容量記憶装置３０に記憶可能
である。アプリケーションによっては、この情報が、例えば、規制プログラムの形態であ
ったり、論理オーディオシーケンスの形態であったりすることが可能である。論理オーデ
ィオシーケンスを含むメッセージは、一つの論理エンティティを含むものである。保存さ
れる記録は、ある言葉、文書、文書の部分が一度だけ保存されるように形成可能で、希望
するメッセージを形成するために、プロセッサが記録を順番に結合するのである。
【００５５】
　規制手段１６と設けられたシステムを通じて、異なった目的のためのエルゴノミックの
マンマシンシステムを実行することが可能である。例としては、ドライバーの疲労度のモ
ニタリングやオーディオの警告用に使われ、自動車用のシステムに組み込むことが可能で
ある。オーディオによる警告は、例えば、窓を開けたりラジオをつけたり、シートに振動
を起こしたりといった、規制手段でもって強化可能である。
【００５６】
　規制手段はまた、例えばインテリジェントクロージングに組み込むことが可能であり、
オーディオメッセージのレスポンスを強化するメッセージ機能が供給される。このような
マンマシンシステムにおいて、スピーカに加え、またはスピーカの代わりに、装着した眼
鏡またはマイクロディスプレイを通じて、情報がまた配信可能であり、プロセッサが、オ
ーディオ情報と同じように、与えられるビデオ情報を変更可能となる。
【００５７】
　規則手段はまた、異なった種類のメカニズムを持つことが可能であり、したがって、レ
スポンスを強化するために、好ましいコンディションや好ましい（仮想の）シチュエーシ
ョンをシミュレーション可能である。これらは、例えば、好ましいシチュエーションに合
った、好ましい天気、機構、動作状態、香りを空間に作り上げるものである。
【００５８】
　図４は、本発明のシステムの例を示すものであり、本図において、本例のシステムは、
コミュニケーションネットワークを通じて行うパーソナルリハビリテーションに利用され
る。例えば、ユーザに関する、リハビリテーション、ＥＭＧ、ＥＫＧ信号と運動を測定す
ることが出来る。幾つかの異なったコンテントプロバイダが、ネットワーク４０に存在し
、１つ以上のアプリケーションのプログラムを作成可能である。
【００５９】
　リハビリテーションに少なくとも２つのコンテントプロバイダが存在し、サーバが、符
号３２，３３で表されるとする。リハビリのトレーナーまたは他のユーザにリハビリを行
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う技師は、１つ以上のサービスプロバイダのデータベースから適したスタートプログラム
と初期パラメータをサーバまたはターミナル３１でユーザシステムのハードディスクのよ
うな大容量記録装置にダウンロードする。また、リハビリのトレーナーは、ユーザのスマ
ートカードにソフトウエアプロファイルを保存することも可能であり、したがってプロセ
スユニットが、識別装置２４でユーザのアイデンティティを確認した後、それらのプログ
ラムをダウンロードする。
【００６０】
　リハビリテーションを行う間、上述の測定（と環境のモニタリング）が、行われ、スピ
ーカ２８を通じて与えられたリハビリテーションインストラクションが、コントロールさ
れ、例えば内容、難易度、所要時間、そして／または繰り返す数がコントロールされる。
【００６１】
　コントロールインストラクションは、スタートプログラムと共に本装置またはスマート
カードにダウンロード可能であり、変化する測定結果を基にしたインストラクションにし
たがってコントロールされる。
【００６２】
　ユーザの進歩に伴い、新プログラムが装置にダウンロードされる。リハビリのスタッフ
はまた、ユーザに対して、リハビリが進むにつれて異なったサービスプロバイダのプログ
ラムデータのアクセス許可をすることも可能である。この目的で、リハビリのスタッフは
、対象人物の進歩を評価し、新たなインストラクションを与えるために、ターミナルまた
はサーバ用に測定データを読み出す。リハビリのスタッフはまた、自動的に異なった事柄
のレポートまたは警告のような情報をシステムから発すことが可能である。
【００６３】
　同じ機器は、異なったアプリケーションにもまた利用可能であり、したがって装置がリ
ハビリテーションセッションを実施した後、例えばエンターテインメント等の他の目的で
利用可能であり、したがって目標と測定もまた自動的に変化する。
【００６４】
　個別のローカルシステム２００において、サウンド情報の利用が分析されて、局所（ロ
ーカル）で最適化される。ローカルレベルにおいては、オペレーションが発展し、カスタ
マーを活性化するためにこれを維持する。ローカルレベルではまた、どのようなタイプの
アクティビティ（ゲーム等）が最善の結果を得るのに一番良いかを素早く観察する。更に
、ローカルレベルでは、一般的に結果を改善するためには、どの方向にアクティビティを
発展させるべきかといった最良の見解を提供する。例えば、ＲＡＩインデックスは、カス
タマーのアクティビティ用のメータとして利用が可能であり、アクティビティと能力のた
めにクリアスカラーの量が得られる。
【００６５】
　ローカルレベルは一般的に、存在するサービスがどのように発展させるかといった考え
に関する最良のポイントを提供するが、全く新しいアクティビティをローカルレベルで作
ることは一般的に難しい。したがって、システムが、ある場合に、より高いレベルのコン
トロールを持ち、ローカルレベルで良いと判断された方法が分析されて、統合される。こ
の場合、ディペンデンシー「アクション→ＲＡＩインデックスの改良」が、全ローカルシ
ステムから取得が可能である。
【００６６】
　リーズナブルなオペレーションモデルが、他のローカルサイトでも有益であるためには
、それらに関連性がなければならない。この関連性は、ネットワーク４０を通じて実施さ
れたハイレベルなコントロールであり、ネットワーク４０中の一つ以上のサーバがコント
ロールを行う。このコントロールの目的は、ローカルシステム２００で検知された原因を
示すコネクションを統合し、この統合した情報を基にローカルシステムをコントロールす
るものである。図５は、この原理を示すものである。
【００６７】
　例えば、関連データベース５１は、各ローカルレベルでシステム内に形成されるもので
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あり、データベースは、ローカルレベルで実施する一定のオペレーションと前記オペレー
ションと対応するローカル測定結果とを有する。これらの結果は、ネットワーク４０を通
じて、ハイレベルシステム５２に移送され、そこでは問題となるオペレーション／ＲＡＩ
インデックス用に好ましい分析が実施される。ローカルシステムは、その分析結果（矢印
Ａ，Ｂ，Ｃ）に基づいてコントロールされる。したがってサウンドプログラムのレスポン
スは、人々から測定された量の結果として得られるパラメータにおける変化として見られ
る。結果は、分析のためにハイレベルシステムに集められる。
【００６８】
　例えば、サウンド情報は、情報内容をベースに、異なったカテゴリーに分類が可能であ
る。多くのカテゴリーを作成することが可能であり、重複しても問題がない。また、例え
ば、インターアクションの数、サウンド情報クラス、そして／または問題／回答に関連す
る、カスタマーのアクティベーションオペレーションが分類される。アクティベーション
オペレーションクラスの数は、一般的には、多ければ良いというふうに限定されるもので
はない。
【００６９】
　ハイレベルコントロールシステムは、多くの方法で実施が可能である。このコントロー
ルにおいて、以下のようなアイテムが利用可能である、例えば、統計分析、複数変数コン
トロール、ニュートラル演算（例えば、自己編成マップ）。
【００７０】
　自己編成マップの利用は、コントロールされるべきプロセスについての知識を多く必要
としないので好ましいと云える。パラメータとその相互依存物は、完全にオープンである
。ハイレベルコントロールにおいて、自己編成マップ（ＳＥＬＦ－ＯＲＧＡＮＩＺＩＮＧ
　ＭＡＰ）は、サウンド情報及びオペレーションと、それらのカスタマー測定結果への影
響度とから構成されている。
【００７１】
　アクティベーションオペレーションクラスのパラメータは、Ｎ次元のマップを作成し、
オペレーションの影響（ポジティブまたはネガティブな）は、マップ上のポイントとして
入力される。このようにして、一般的に影響の大きいコンポーネントが、ローカルレベル
で良いと判断されたオペレーションから選択可能である。さらに、ローレベルで良いと確
認されたハイレベルコントロールコンビネーションは、自己編成マップによって、コンビ
ネーションが個別オペレーションより良いということが判明した。このようにして、他の
サイトにおいて利用されるオペレーションをもっと考慮してローカル処理が指示される。
自己編成マップは、異なったオペレーション間の統計的従属性を効率よく探すものである
。
【００７２】
　オペレーションクラスは、例えば、以下のようになる：質問／回答形式のゲーム、問題
が現在の情報を含む、アクティベーションイベントの数が１時間に２０、アクティベーシ
ョンイベントの数が１時間に４０、最低でも１０分毎に音楽。
【００７３】
　これらのクラスは、全ローカルシステムに利用される。新しいオペレーションプログラ
ムが作成された時、利用されているクラスにしたがって分類される。必要であれば、新ク
ラスが形成され、したがってこれらの新クラスが直ちに他のサイトに連絡されることとな
る。
【００７４】
　新しい質問／回答形式ゲームが、システムに開発されたとしよう。分類がされて、ＲＡ
Ｉインデックスの影響が、ローカルシステムにおいて分析される。平均アクティビティイ
ンデックスが＋３増加する。グローバルデータシステム５２の自己編成マップにこの情報
が伝達される。他のローカルシステムにおいて、カスタマーに１０分毎に音楽をかけるこ
とが有益であるということが判っている。このケースでは、音楽のアクティビティインデ
ックスが＋１増加する。
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【００７５】
　デンサーエリア（ＤＥＮＳＥＲ　ＡＲＥＡ）が、マップ上のクラス用に形成される。上
述のオペレーションは、効果的にインデックスを増加させることがわかる。この情報は、
ローカルレベルに供給可能であり、あるタイプの音楽をアクティベーションする確立は、
一つのローカルシステムに通知され、他には質問／回答形式のゲームの有益な効果を伝え
る。したがって、ハイレベルコントロールを通じて、両システムが、他のローカルシステ
ムの結果から情報を取得可能である。
【００７６】
　図６は、図４と図５に沿ったベッド上の患者のリハビリ用のシステムで利用する場合を
説明するものである。この場合、本システムは、ローカルコントロールのみをベースにす
ることが可能であるが、ハイレベルコントロールをベースとした、図５にしたがったシス
テムであることが好ましく、グローバルデータシステムは、サービスプロバイダのサーバ
３３と、上記のような自己学習システムとより構成し、例えばローカルシステム２００よ
り収集された測定データを基にしたサーバに形成される。
【００７７】
　リハビリのインストラクターは、ローカルデータシステムから取得した知識を基に個人
あるいはグループ用のモジュラーリハビリテーションプログラムを自身のターミナル３１
で構築する。
【００７８】
　図６の例において、患者がベッド６０に横たわり、センサが設置されている。例えば、
リハビリを受けるベッド上の患者がセンサマットレス６１に位置し、国際特許出願第９８
／３４５４０に記載されているのと同じようにする。このようにして、動作や脈や呼吸と
いった要因が時間に関して測定され、患者の体重の変化も測定される。
【００７９】
　前記パラメータは、例えば長期的にベット上で生活してきた患者の身体的リハビリテー
ションに利用が可能である。マットレスの異なったセンサから得られる動作（または脈や
呼吸等の）変数を測定することによって、サウンド実施リハビリテーションインストラク
ションが、測定パラメータを基にコントロールしながら調整が可能である。例えば、転回
運動の練習における患者の敏捷性とレスポンスや筋肉の形（力のレスポンス）は、練習の
表示速度や、期間や、繰り返しをコントロールするように設定可能である。過去の展開や
背景にある技術情報は、対象となる人の識別が、例えばリストバンドのエスコートメモリ
等によって可能である場合は、ローカルデータベース３０から取得が可能である。
【００８０】
　人から測定した、表示情報、環境パラメータ、レスポンスは、グローバルデータシステ
ム（３２または３３）に送られ、表示パラメータの値が得られる。プログラムの表示は、
オンラインでもまたはオフラインでも可能である。
【００８１】
　上記の構成は、リハビリテーションまたは寝たきりの状態に係わる人に提供可能であり
、例えばパラメータがローカルデータベース３０またはグローバルデータベース５２から
ネットワークを介して配信される。
【００８２】
　ベッドの代わりに、例えば椅子を利用することも可能であり、椅子は、ハンドルグリッ
プ、背もたれ、そして／または腰付近にマットレスセンサ等を配置する。これらの要素は
、上記のマナーで、ローカルデータシステム用にデータを収集する情報収集ユニットとし
て働く。
【００８３】
　スピーカまたは同様の情報源は、例えば椅子に組み込まれることが可能であり、例えば
縦の椅子背もたれに設置し、情報内容がこの情報源を通じて提供される。その他、椅子に
設置されたシステムは、上述と同様である。
【００８４】
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　本発明のローカルシステム２００が、例えば、好ましくは、現行のＭＰ３プレーヤーの
ようなＳＯＣソリューション（システムオンチップ）をベースとした一つのポータブルプ
レーヤーで実施が可能である。
【００８５】
　本発明は上記のように実施例を図面に沿って説明はされたものの、本発明はここに記載
されたことに限定されるものではなく、以下の請求項に記載された本発明の考え方の範囲
内では変更が可能なものである。例えば、本システムは、提供される情報が準備できてい
る他のシステムと統合することが可能である。
【００８６】
　例として（デジタル）ラジオまたはテレビトランスミッションの受信についても言及が
可能であり、本システムでは、上述のような測定を行って、ユーザの現状に沿って、数十
または数百の可能なチャンネルから最も適したチャンネルを示唆することが可能である。
【００８７】
　本システムの情報源は、したがって他のシステムの一部と成りうる。本システムが、最
初に説明した公知の大領域用のオーディオシステムの一部とも成りえるのである。また、
例えば内容、サウンドのボリューム、トーン、テンポ、反響、同内容の繰り返し等のコン
トロールされるべき量は、利用されるアプリケーションに依存する。
【００８８】
　空間音を利用することによって、サウンドをリスニングスペースの好ましい場所で聞く
ことができ、量もコントロールが可能である。
【００８９】
　本システムはまた、ビルディング自動システム等の外部システムに接続が可能であり、
したがって温度、灯り、ドアの閉錠、アクセスコントロール等を規制するインテリジェン
トビルディングオートメーションが本システムに統合され、環境の監視と規制に関する追
加手段の必要性を省くものである。ビルディングオートメーションと統合される場合、本
システムは、家や部屋に係わる情報をサウンドで報告が可能であり、ユーザや他者（例え
ば所謂センターサービス）等にもネットワークを介してインストラクションを送信するこ
とが可能である。
【００９０】
　小グループに関しても、同種であれば、また本発明のシステムを同時に利用することが
できる。この場合、ユーザから取得した結果の平均値をベースとしてまたは所謂ファジー
論理を利用して選択がされる。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の基本となる実施例に関するシステムの一般原理を説明する図。
【図２】本発明の基本となる実施例に関するシステムの一般原理を説明する拡大図。
【図３】本発明のより詳細なシステムの実施を説明する図。
【図４】本発明のシステムをリモートリハビリテーションに利用したことを説明する図。
【図５】高レベルの制御に利用するシステムの説明図。
【図６】ベッド上の患者のリハビリテーション用に利用されるシステムの説明図。
【符号の説明】
【００９２】
１０　中央ユニット
１１　個別モニタリングユニット
１２　情報データベース
１３　情報源
１４　ネットワークインターフェイス
１５　観察手段
１６　規制手段
２０　ユーザ
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２１ a　センサインターフェイスユニット
２１ b　センサインターフェイスユニット
２２　データメモリ
２３　プログラムメモリ
２４　識別装置
２５　キーパッド
２６　Ｄ／Ａ変換機
２７　アンプユニット
２８　スピーカ
２９　ディスプレイ
３０　データベース
１００　信号処理ユニット
３１　ターミナル
３２　グローバルデータシステム
３３　グローバルデータシステム
４０　ネットワーク
２００　ローカルシステム
５１　オペレーション
５２　グローバルデータシステム
６０　ベッド
６１　センサマットレス
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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